
広報　　　　　№６９９　平成２１年２月１０日　　（８）

ゆ
ず
り
ま
す

○
木
製
ベ
ッ
ド
（
無
償
）

○
木
製
三
面
鏡
（
無
償
）

○
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
1
5
0
0
円
）

○
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ（
5
0
0
0
円
）

　

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

○
大
人
用
自
転
車
（
子
ど
も
用
補

　

助
イ
ス
付
き
）（
2
0
0
0
円
）

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、当
事
者
間
で
解
決
し

て
い
た
だ
き
、市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。　

□申
 

□問
 

商
工
振
興
課
�
○内
 

３
３
６

�
　

保
守
点
検
の
た
め
一
時
停
止
し
ま
す
。

□日
 

２
月　

日
�　

午
前
８
時
〜
２
月　

日

２３

２４

�　

午
前　

時
１０

□問
 

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
○内
 

４

６
５

��募
集
住
宅　

宮
田
団
地
５
階
建
（
鶴
ケ
曽

根
１
５
８
０－

１
）

戸
数
・
間
取
り　

１
戸
・
２
Ｕ
Ｄ
Ｋ

ま
ん
ま
る
よ
や
く（
埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
）の
一
時
停
止

   市
営
住
宅
入
居
者

家
賃　

１
万
４
６
０
０
円
〜
２
万
８
７
０

０
円
（
月
額
）

入
居
予
定
日　

４
月
上
旬

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間　

２
月　

日
ま

１７

で※
募
集
戸
数
を
超
え
て
応
募
が
あ
っ
た
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□問
 

建
築
課
�
○内
 

３
２
４
、
３
２
６

�
　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
の

施
策
を
定
め
る
「
障
が
い
者
行
動
計
画
」、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
等
を
定
め

障
が
い
者
行
動
計
画
・
障
が
い

福
祉
計
画（
案
）へ
の
ご
意
見

る
「
障
が
い
福
祉
計
画
」
の
案
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□日
 

２
月　

日
�
ま
で

２３

□場
 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、　

情
報
資
料
コ

８４０

ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
、
知
的
障
害
者
生

活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
精
神
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
け
ぼ
の

□申
 

窓
口
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
、障
害
福
祉
課（
�
○内
 

４
２
８
、

sh
o
g
a
i@
c
ity
.y
a
sh
io
.lg
.jp

  
 
 
 
  
 
   
  
 
  
  
   
   

）
へ

�任
期　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
４
月　

日

２１

２７

□対
 
　

歳
以
上
の
市
民
で
、
年
５
回
程
度
の

２０
会
議
（
原
則
、
平
日
昼
間
に
開
催
）
に
参

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

加
で
き
る
方
※
市
議
会
議
員
、
他
の
審
議

会
等
の
委
員
は
除
く

□内
 

市
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る

事
項
を
調
査
審
議
し
、
施
策
の
実
施
状
況

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。

□定
 

男
女
各
１
人
（
書
類
に
よ
り
選
考
）

□申
 

３
月
２
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
・
年
齢
・
応
募

動
機
（
様
式
自
由
）
を
記
入
の
う
え
、
窓

口
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
で
、
男
女
共
同
参
画
課
（
�
○内
 

８
１

１
、d

a
n
jo
@
c
ity
.y
a
sh
io
.lg
.jp

 
 
 
  
 
 
   
  
 
  
  
   
   

）

へ�
　

〜
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
〜

　

県
で
は
、
県
道
な
ど
の
歩
道
で
清
掃
や

道
路
の
清
掃
美
化
活
動
を
行
う 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
支
援
企
業

花
植
え
を
行
う
地
域
住
民
・
学
校
・
企
業

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
花
植
え
を
行
う
団
体
に

花
苗
を
支
援
（
年
間
４
万
円
以
上
）
す
る

企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
団
体
に
対
し
、
県
と
地
元
市
町
村

が
表
示
看
板
の
設
置
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
の
加
入
、
用
具
の
提
供
、
収
集
後
の
ゴ

ミ
処
理
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
企
業
に
対
し
て
は
、
支
援

者
表
示
板
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□問
 

県
道
路
環
境
課
�　

・　

・
５
１
０
３
、

０４８

８３０

越
谷
県
土
整
備
事
務
所
�　

・
５
２
２
５

９６４

�□対
 

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る　

歳
以
上
の

２０

方 総
務
省
電
気
通
信
モ
ニ
タ
ー

□内
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
２
回
・
全
員
）、

会
議
出
席
（
年
１
回
・
別
途
）
が
可
能
な

方
（
謝
礼
有
り
）

□日
 

６
月
１
日
か
ら　

カ
月
間

１０

□申
 

４
月
３
日
ま
で
に
、
関
東
総
合
通
信
局

電
気
通
信
事
業
課
（
�　

・
６
２
３
８
・

０３

１
６
７
６
）
へ

�□内
 

①
２
等
陸
士
・
２
等
海
士
・
２
等
空
士

②
一
般
幹
部
候
補
生

□対
 

①　

歳
以
上　

歳
未
満
②　

歳
以
上　

１８

２７

２０

２６

歳
未
満
※　

歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み

２２

含
む
）

□申
 

①
通
年
②
４
月
１
日
〜
５
月　

日
１２

□問
 

自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所
�　

・　

・

０４８

４６６

４
４
３
５

自
衛
官

不
用
品

あ
っ
せ
ん
コ
ー
ナ
ー

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
名
を
明
記
し

た
定
型
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
（　

円
切

８０

手
貼
付
）
を
同
封
し
て
総
務
人
事
課
へ
請

求受
付
期
間
・
場
所

　

総
務
人
事
課
で
随
時
受
け
付
け
（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

登
録
の
有
効
期
間

　

受
付
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２２

３１

□問
 

総
務
人
事
課
�
○内
 

２
３
８
、
２
５
３

資
料
館
臨
時
職
員

□日
 

４
月
１
日
〜
９
月　

日
の
う
ち
指
定
す

３０

･
･

る
日
（
土 
日 
祝
日
を
含
む
）
※
月
曜
日

定
休

□場
 

資
料
館

□対
 

学
芸
員
の
資
格
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
・
古
文
書
の
判
読
が
で
き
る
方

□内
 

文
化
財
保
護
課
職
員
の
業
務
補
助

□定
 

１
人

面
接
日　

３
月
１
日
�

□申
 

２
月　

日
か
ら
２
月　

日
（
必
着
）
ま

１１

２４

で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
資
料
館
（
〒　

－

０
８
３
１

３４０

南
後
谷　

－

　

、
�　

・
６
６
６
６
）
へ

７６３

５０

９９７

市
税
徴
収
補
助
員 

□日
 

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２２

３１

□対
 

市
内
在
住
で
、
健
康
で
徴
収
業
務
従
事

可
能
な
方

□内
 

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

徴
収
業
務
補
助

□定
 
　

人
（
面
接
に
よ
る
選
考
）

１１
□費
 

基
本
報
酬
＝
月
額
７
万
４
１
０
０
円
以

内
、
能
率
報
酬
＝
現
年
分
３
パ
ー
セ
ン
ト

・
滞
納
繰
越
分
６
パ
ー
セ
ン
ト

□申
 

３
月　

日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

１０

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
国
保
年

金
課
窓
口
へ

□問
 

国
保
年
金
課
�
○内
 

８
３
５
、
納
税
課
�

○内
 

３
８
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

徴
収
補
助
員

□日
 

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２２

３１

□対
 

市
内
在
住
で
、
健
康
で
徴
収
業
務
従
事

可
能
な
方

□内
 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収
業
務

補
助

□定
 

１
人
（
面
接
に
よ
る
選
考
）

□費
 

基
本
報
酬
＝
月
額
７
万
４
１
０
０
円
以

内
、
能
率
報
酬
＝
現
年
分
３
パ
ー
セ
ン
ト

・
滞
納
繰
越
分
６
パ
ー
セ
ン
ト

□申
 

３
月　

日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

１０

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
国
保
年

金
課
窓
口
へ

□問
 

国
保
年
金
課
�
○内
 

８
３
５

休
日
診
療
所
臨
時
職
員

□日
 

４
月
１
日
〜
９
月　

日
の
う
ち
の
日
曜

３０

・
祝
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分□場
 

休
日
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

□内
 

①
休
日
診
療
所
看
護
師
②
休
日
診
療
所

医
療
事
務
員

□定
 

①
１
人
②
４
人

□申
 

２
月　

日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送

２３

（
必
着
）
で
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
保

健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
８
１
５
八
潮
８

３４０

－

　

－

１
、
�　
・
３
３
８
１
〜
３
）
へ

１０

９９５

や
ま
び
こ
・
わ
か
く
さ
福

祉
作
業
所
の
指
導
員

□日
 

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日（
土
・

２３

３１

日
・
祝
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時□内
 

福
祉
作
業
所
利
用
者
の
作
業
お
よ
び
生

活
の
指
導
と
介
助

□定
 
　

人
程
度

１０
□申
 

２
月　

日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送

２３

（
必
着
）
で
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
わ

か
く
さ
福
祉
作
業
所
（
〒　

－

０
８
１
４

３４０

南
川
崎　

－

３
、
�　

・
７
１
８
９
）
へ

８２６

９９７

八
潮
市
臨
時
職
員
の
登
録
制
度

　

八
潮
市
の
臨
時
職
員
（
一
般
事
務
・
保

育
士
・
調
理
師
・
保
健
師
・
看
護
師
）
と

し
て
働
き
た
い
方
は
、
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
名
簿
の
中
か
ら
、
職
種
、
期

間
、
時
間
帯
な
ど
の
条
件
に
合
っ
た
方
に

対
し
、
担
当
課
か
ら
随
時
、
業
務
案
内
や

面
接
日
時
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

※
登
録
し
た
方
、
ま
た
は
担
当
課
か
ら
連

絡
さ
れ
た
方
が
、
必
ず
雇
用
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
用
紙
の
配
布

　

総
務
人
事
課
に
て
配
布
。
郵
送
希
望
の

方
は
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員
登
録
用

　毎月、広報やしおをカセットテープ
に録音し、目の不自由な方に配布して
いる「うしお文庫」さん。その活動は
２３年を越え、会員の地道な活動に支え
られています。会の代表をされている
のは伊藤光益さん。会員をまとめなが
ら、会の運営・企画など、１人で何役
もこなしています。
　そんな伊藤さんは、仕事一筋の生活
を送っていた現役時代から一転、退職
後、「今まで積み重ねてきた知識・経
験を、社会・地域の役に立てられない
か･･･」との思いから、朗読ボランティ
アとして活動するようになりました。
　「うしお文庫の活動は、市の広報紙
のほか、彩の国だより（県の広報紙）

のテープ化、図書館での朗読会、施設
への慰問等があります。それぞれの会
員が、参加できる活動に加わり、無理
のない活動を続けています。先日は、
１００回記念朗読会を行うことができ、
たくさんの方にご来場いただきました」
と伊藤さん。
　今後は、声の広報をＣＤ化すること
が課題だそうで、日々、頭の中から離
れないそうです。
　「人は一人では生きていけない。皆
で笑ったり、ときには意見が対立した
り、といった触れ合いが大切です。そ
れが私の支えになっています！」と笑
顔で話してくれました。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

う
し
お
文
庫
代
表

 
伊 
藤
   
　 
光  
益 
さ
ん 

い 

と
う 

み
つ 

ま
す

（
鶴
ケ
曽
根
）

和やかな例会の様子

おしらせHOTコーナー　案内・募集

登録制度
および

臨時職員等募集

登登録録制制度度
おおよよびび

臨臨時時職職員員等等募募集集

「広報やしお」を声で
お届けしています
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